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本書をお読みになる前に

安全にお使いいただくために

本書には、本製品を安全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載さ
れています。

本製品をお使いになる前に、本書を熟読してください。特に、添付の『安全
上のご注意』をよくお読みになり、理解されたうえで本製品をお使いくださ
い。また、『安全上のご注意』および当マニュアルは、本製品の使用中にいつ
でもご覧になれるよう大切に保管してください。

電波障害対策について

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると
電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を
講ずるよう要求されることがあります。 VCCI-A

アルミ電解コンデンサについて

本製品のプリント板ユニットやマウス、キーボードに使用しているアルミ電
解コンデンサは寿命部品であり、寿命が尽きた状態で使用し続けると、電解
液の漏れや枯渇が生じ、異臭の発生や発煙の原因になる場合があります。

目安として、通常のオフィス環境（25 ℃）で使用された場合には、保守サ
ポート期間内（5 年）には寿命に至らないものと想定していますが、高温環
境下での稼働等、お客様のご使用環境によっては、より短期間で寿命に至る
場合があります。寿命を超えた部品について、交換が可能な場合は、有償に
て対応させていただきます。なお、上記はあくまで目安であり、保守サポー
ト期間内に故障しないことをお約束するものではありません。

ハイセイフティ用途での使用について

本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用等の一般的用
途を想定して設計・製造されているものであり、原子力施設における核反応
制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送システムにおける運行
制御、生命維持のための医療器具、兵器システムにおけるミサイル発射制御
など、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、
直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途（以下「ハイセイフティ用
途」という）に使用されるよう設計・製造されたものではございません。お
客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すこと
なく、本製品を使用しないでください。ハイセイフティ用途に使用される場
合は、弊社の担当営業までご相談ください。 
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瞬時電圧低下対策について

本製品は、落雷などによる電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることが
あります。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置などを使
用されることをお勧めします。

（社団法人電子情報技術産業協会 (JEITA) のパーソナルコンピュータの瞬時電
圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

外国為替及び外国貿易法に基づく特定技術について

当社のドキュメントには「外国為替及び外国貿易法」に基づく特定技術が含
まれていることがあります。特定技術が含まれている場合は、当該ドキュメ
ントを輸出または非居住者に提供するとき、同法に基づく許可が必要となり
ます。

高調波電流規格について

本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。
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1 本書について

本書では、以下について説明します。

● PRIMERGY SX05 S1 の機能とコンポーネント

● エンクロージャのラッキング

● 仕様

1.1 対象読者

このユーザーズガイドには、バックアップシステムの設置方法、セットアッ
プ方法、操作方法が記載されています。

● テープドライブと RDX リムーバブルハードディスクドライブの取り付け

● ハードウェアのラックへの設置

さまざまな拡張オプションを理解するには、ハードウェア分野およびデータ
伝送分野に精通している必要があり、根幹である OS の基礎知識が必要です。

1.2 関連ドキュメント

PRIMERGY SX05 S1 の関連情報として、以下のドキュメントも参照くださ
い。

– 『Safety Notes and Regulations』マニュアル
『安全上のご注意』（日本市場向け）

– 『Warranty』マニュアル
『保証書』（日本市場向け）

– 『Returning used devices』マニュアルおよび『Service Desk』リーフレッ
ト
『サポート＆サービス』（日本市場向け）

– 本エンクロージャに設置するドライブのマニュアルも参照してください。

I PRIMERGY の各種マニュアルは、ServerView Suite DVD 2  
（または ServerView Suite ServerBooksDVD）にPDFで収納
されています。
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本書について

ServerView Suite の DVD がない場合は、オーダー番号 U15000-C289 
を使って、最新バージョンを入手できます（日本でのオーダー番号に
ついては、次の URL にあるサーバのシステム構成図を参照してくださ
い。 http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/）を入力します。

マニュアルの PDF ファイルを、インターネットから無料でダウンロー
ドすることもできます。 インターネットで提供されているオンライン
ドキュメントの一覧ページが、次の URL（EMEA 市場向け）にありま
す。 http://support.ts.fujitsu.com。 PRIMERGY サーバのドキュメントは、
Industry standard servers ナビゲーションオプションをクリックすると入
手できます。

日本市場の場合 :

最新の製品マニュアルについては、次の URL を参照してください。
 http://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/manual/
 

この製品を使用する前に、次の URL で参照可能な追加情報を確認して
ください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/products/note/

その他の情報源

– ServerView Suite DVD 2 に収録されている『ServerView Suite Glossary』
– ドライブのマニュアル
– OS のドキュメント
– OS 内にある情報ファイル

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/
http://support.ts.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/products/note/
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本書について

1.3 表記上の規則および記号

表記法 項目

青い文字列 : 15 ページ の
表 1

クロスリファレンスリンクおよび電子メールア
ドレス

太字フォント ● キー名

● GUI で入力される文字列

● クリックおよび選択される GUI（メニュー
およびリスト項目、ボタン、チェック ボッ
クス）

イタリック体の語句 語句の強調

Monospace フォント ● ファイル名およびディレクトリ名

● システム アウトプット

● コード

● コマンドラインで入力した文字列

イタリック体の 
Monospace フォント

● コード変数

● コマンドライン変数

太字の Monospace フォン
ト

ファイル名、ディレクトリ名、システム出力、
コード、コマンドラインで入力される文字列の
強調

表 1: 表記上の規則

W 警告 ! その指示に従わないと、人体への傷害や生命の
危険を引き起こす恐れがある警告事項を表しま
す。

V 注意 その指示に従わないと、装置の損傷やデータの
消失を引き起こす恐れがある注意事項を表しま
す。

I 重要 : 詳細情報または特定の手順を示します。

注 : 補足情報を示します。
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1.4 ラックの安定

ラックが安定することにより、人体および装置が保護されます。

V 警告 !

怪我や装置の破損を防止するために、次の点に注意してください。

● 水平脚を床まで伸ばしてください。

● ラックの全重量が確実に水平脚にかかっていることを確認してくだ
さい。

● ラックに固定脚を取り付けてください。

● 複数のラックを設置する場合は、ラックを連結してください。

● ラックコンポーネントは一度に 1 つだけ引き出します。 複数のコン
ポーネントを引き出すと、ラックが不安定になることがあります。

1.5 テクニカルサポート

本ガイドにより問題が解決されない場合は、販売店または弊社カスタマサー
ビス部門に問い合わせるか、PRIMERGY の Web サイトを参照してください。

テクニカルサポートに問い合わせる前に、以下の情報を収集してください。

● 製品のモデル名とモデル番号

● 製品のシリアル番号

● エラーメッセージ

● オペレーティングシステムの種類とリビジョンレベル

● 質問の詳細
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2 はじめに

PRIMERGY SX05 S1 は、5.25 インチハーフハイトドライブを 2 台まで収納
できるラックマウント型ストレージシステムです。 ほとんどの標準的な 19 イ
ンチラックに対応します。

図 1: PRIMERGY SX05 S1

2.1 標準機能

PRIMERGY SX05 S1 の標準機能を以下に示します。

● 1 台または 2 台のハーフハイト 5.25 インチテープドライブまたは RDX リ
ムーバブルハードディスクドライブをサポート

● 丸穴、四角穴、ネジ穴を使用して標準的な 19 インチラックを取り付け可
能

I PRIMERGY SX05 S1 の PRIMERGY ラックへの取り付けはテスト済み
です。 他社製の 19 インチラックへのデバイスの設置については、ラッ
クの製造元へお問い合わせください。 PRIMERGY サーバ、OS、ドラ
イブ の互換性ついては、PRIMERGY の Web サイトを参照してくださ
い。

2.2 サポートされるコントローラと HBA

最新の SAS HBA の互換性およびケーブルについては、PRIMERGY の Web 
サイトを参照してください。
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はじめに

2.3 ケーブル配線

2.3.1 SAS ケーブル配線

I PRIMERGY SX05 S1 は、 SAS インターフェースと USB インター
フェースの 2 種類のインターフェースをサポートします。

SAS インターフェースモデルの場合、PRIMERGY SX05 S1 は、SAS 
インターフェースボード経由で外付け SAS ケーブルを使用してサーバ
と接続します。

V 注意 !

テープドライブの転送速度に適合する高品質の外付け SAS ケーブルが
必要です。 使用する外付け SAS ケーブルが、お使いのコンポーネント
のインターフェースの転送速度に適合していることを常に確認してく
ださい。 SAS ケーブルに「イコライズ（equalized）」表示がある場合、
6 Gb/s のデータ転送に対応していない場合があります。6 Gb/s のデー
タ転送に対応していることが確認されている場合を除いて、LTO-4,

LTO-5, LTO-6 及び LTO-7 テープドライブには使用しないでください。 
テープドライブには使用しないでください。 最適なパフォーマンスを
実現するには、お使いの製品に適合する指定された長さのケーブルの
み使用してください。 推奨されているケーブルについては、
PRIMERGY の Web サイトを参照してください。

下図に示すとおり、SAS インターフェースボードには 2 つの外部ポートと付
属の内部 SAS ケーブルがあり、2 台のデバイスを接続できるようになってい
ます。 ケーブル接続にはいくつかの構成が可能ですが、デバイスと外部コネ
クタ間のレイアウトに最も整合性がある構成として、以下を推奨します。

ラックの背面から見て、右端のポートがポート 1、左端のポートがポート 2 
です。

図 2: PRIMERGY SX05 S1 外部 SAS ポート



PRIMERGY SX05 S1 ユーザガイド 19

はじめに

2 台の SAS デバイスを取り付ける場合、内部ケーブルの右端のコネクタは右
側のデバイスに、左端のコネクタは左側のデバイスに接続します。 これによ
り、右側のデバイスは外部ポート 1 へ、左側のデバイスは外部ポート 2 へ配
線されます。

I 注

インターフェースボードには、内部 SAS コネクタの近くにあるボード
上に「Port 1-0」および「Port2-0」と記載されていますので、外部
ポートへ配線する際の参考にしてください。

2.3.2 USB ケーブル配線に関する推奨事項

USB インターフェースモデルの場合、2 本の USB ケーブルが内蔵されていま
す。

2 台の USB デバイスを取り付ける場合は、右側の USB ケーブルは右側のデ
バイスへ、左側の USB ケーブルは左側のデバイスへ接続します。

2.4 ハードウェアオプション

現在サポートされているハードウェアオプション（テープドライブ、RDX リ
ムーバブルハードディスクドライブ、メディアなど）の一覧については、
PRIMERGY の Web サイトを参照してください。
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2.5 PRIMERGY SX05 S1

2.5.1 フロントパネルのコンポーネント

図 3: PRIMERGY SX05 S1 のフロントパネルのコンポーネント

番号 説明

1 バックアップデバイス

2 拡張ドライブベイ

3 電源スイッチ /LED

LED ステータス

消灯 電源オフ。                                      
 
緑色 電源オン。

表 2: LED ステータス
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はじめに

2.5.2 リアパネルのコンポーネント

図 4: PRIMERGY SX05 S1 のリアパネルのコンポーネント

番号 説明

1 AC 電源コネクタ

2 USB コネクタ / ケーブル（USB モデル） 
もう 1 つの USB コネクタ / ケーブルが左側にあります。

3 SAS コネクタ（SAS モデル）
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はじめに

2.5.3 内部コンポーネント（SAS バージョン）

図 5: ドライブのエンクロージャの内部コンポーネント（SAS バージョン）

番号 説明

1 ドライブ

2 ドライブブランク

3 電源ユニット

4 ファンアセンブリ（2）
5 SAS インターフェースボード（SAS モデルのみ）
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3 ドライブの取り付け

PRIMERGY SX05 S1 にテープドライブを取り付けるには、5mm（3/16 イン
チ）マイナスドライバーが必要です。

V 注意 !

● 静電気による機器の損傷を防ぐために、ドライブを扱う前に「静電
気放電」の手順を読んでから作業を行ってください。

作業を開始する前に、SAS ドライブエンクロージャに接続されて
いるすべてのサーバを停止させてください。 

ドライブの取り付け :

Ê 下図に示すとおり、上部のアクセスパネルを取り外します。

1. ロックレバーのロックを解除します（1）。

2. ロックレバーを持ち上げて（2）、上部のアクセスパネルを後ろ側にス
ライドさせます。

3. 上部のアクセスパネルを取り外します（3）。

図 6: 上部のアクセスパネルの取り外し
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ドライブの取り付け

Ê ドライブブランクを取り外します。

1. 右側のマウント用レールのバネ付きボタンを引き上げます（1）。

2. アセンブリを前方にスライドさせ、持ち上げます（2）。

図 7: ドライブブランクの取り外し

Ê ドライブブランクから取り付け用ブラケットを取り外します。

図 8: ドライブブランクからの取り付け用ブラケットの取り外し

Ê ドライブの両側に取り付け用ブラケットを取り付けます。 必ずドライブに
付属しているネジを使用してください。
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ドライブの取り付け

図 9: 取り付け用ブラケットのテープドライブへの取り付け

Ê ドライブをエンクロージャへ取り付けます。

1. 取り付け用ブラケットのキーホールをマウント用の支柱の位置に合わせま
す。

2. ドライブをエンクロージャ後方へスライドさせます。

3. バネ付きボタンが自動的に所定の位置へはめ込まれます。

図 10: テープドライブの取り付け

Ê 以下のようにケーブルを接続します。
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ドライブの取り付け

I 注

LTO-4, LTO-5, LTO-6 及び LTO-75 テープドライブの電源は、SAS ケーブル
経由で供給します。   LTO-2 および LTO-3 テープドライブの場合、
電源ケーブルを直接ドライブに接続します。
 
 
 
        　
　　　　　　USB     　　                 SAS（LTO-4,5,6,7）        SAS（LTO-2,3）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 図11：ケーブルの接続
 
 
番号　　説明
 
　1 　　  Power
 
　2 　　  データ 

 
 
 
 

 
  
 I 注

ケーブルの予長部分は、装置内のケーブルクリップを利用し固定して
ください。

Ê 下図に示すとおり、上部のアクセスパネルを元の位置に戻します



PRIMERGY SX05 S1 ユーザガイド 27

ドライブの取り付け

図 12: アクセスパネルの取り付け

3.1 2 台のデバイスのケーブル配線

PRIMERGY SX05 S1 では、2 台のデバイスの運用が可能です。

3.1.1 SAS デバイス

各デバイスは、デバイスをサポートする専用の SAS チャネルに直接接続する
必要があります （例えば、テープドライブデバイスを接続する場合、SAS 
チャネルがテープをサポートしていることを確認します）。SAS インター
フェースでは、デイジーチェーン接続はサポートされていません。 18 ページ 
の「SAS ケーブル配線」も参照してください。
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ドライブの取り付け



PRIMERGY SX05 S1 ユーザガイド 29

4 PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置

4.1 レール取り付けキット

PRIMERGY SX05 S1 に付属のラックレールは、ラック柱に丸穴、四角穴、
またはネジ穴のあるラックにユニットを取り付けるために使用します。 レー
ルキットは前後のラック柱の間隔が 58 ～ 86cm（23 ～ 24 インチ）のラック
に対応します。 レールキットは前後のラック柱の間隔が 58 ～ 86cm（23 ～ 24 
インチ）のラックに対応します。 2 本のレールは同一ですので、左右どちら側
にも取り付けることができます。

図 13: レール取り付けキットのコンポーネント

注意 !

ラックより引き出したレール上の装置に物を置いたり、作業
を行ったりしないでください。また、絶対に寄りかからない
でください。また、絶対に寄りかからないでください。

番号 説明 番号 説明

1 外部ラックレール 4 各種ネジ

2 内部コンポーネントレール 5 PRIMERGY ラック固定パック
(M5 ネジ、ラックナット )

3 ケーブルサポートクリップ

1

2

3

4

5
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PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置

4.1.1 必要な工具

テープエンクロージャをラック柱に穴位置表示のないラックに取り付ける場
合、以下のツールを使用するとわかりやすくなります。

● 鉛筆

● メジャー

ラック柱がネジ穴のラックにテープエンクロージャを取り付ける場合、5 mm
（3/16 インチ）マイナスドライバーが必要になります。

4.2 テープエンクロージャのラックへの取り付け

V 警告 !

怪我や装置の破損を防止するために、次の点に注意してください。

● ラックの水平脚を床まで伸ばしてください。

● ラックの全重量が水平脚にかかるようにしてください。

● 1 つのラックだけを設置する場合は、ラックに固定脚を取り付けて
ください。

● 複数のラックを設置する場合は、ラックを連結してください。

● コンポーネントは一度に 1 つずつ引き出してください。 一度に複数
のコンポーネントを引き出すと、ラックが不安定になることがあり
ます。

エンクロージャをラックに取り付ける場合、次の点に注意してください。

● 必ず、ラックの一番下または先に設置したコンポーネントのすぐ上から作
業を開始して、下から上に順に設置してください。

● 一番重いコンポーネントを底部に取り付け、軽いコンポーネントほどラッ
クの上部に取り付けることを推奨します。

● 必ず、ラック取り付けレールの前部と後部が同じ高さになるようにしてく
ださい。
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PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置

4.2.1 はじめる前に

テープエンクロージャをラック柱に穴位置表示のないラックに取り付ける場
合、レール取り付け前に、ラックの正しい取り付け穴を確認して印をつけま
す。

V 注意 !

ラックコンポーネントを水平になるように取り付けることが重要です。 
1U テープエンクロージャが正しく取り付けられたことを確認するに
は、前面および背面でラック柱の搭載する穴の高さを計測することが
必要です。

4.2.2 内部コンポーネントレールの取り付け

内部コンポーネントレールはテープエンクロージャに取り付けられ、ラック
レールシステムの内部に収まります。

Ê 左右のコンポーネントレールのスロット穴を、エンクロージャ（1）の側
面にある 3 本のピンに合わせて挿入します。

Ê エンクロージャ（2）の後方に向かって、コンポーネントレールを所定の
位置に固定されるまでスライドさせます。

図 14: コンポーネントレールの取り付け

I 注

コンポーネントレールを取り外すには、レール側面のバネ付きタブ
（3）を引いて前方（4）へスライドさせます。
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PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置

V 注意 !

補修などのサービスのために PRIMERGY SX05 S1 を返却する場合は、
コンポーネントレールを取り外して保管しておきます。

4.2.3 外部ラックレールの取り付け

取り付け手順はラックの種類によって異なります。 レールは、丸穴または四
角穴のあるラックに取り付けできるようにして出荷されます。 10-32 ネジ穴の
あるラックにレールを取り付ける場合、取り付けピンをまず取り外す必要が
あります。 ご使用のラックの取り付け方法については、以下のいずれかの項
を参照してください。

– 丸穴または四角穴が付いたラックへの取り付け

– 10-32 ネジ穴のあるラックへの取り付け

4.2.3.1 PRIMERGY ラックへの取り付け

ラックの背面のレールの取り付けには、「PRIMERGY ラック固定パック」
（29 ページ の図「レール取り付けキットのコンポーネント」を参照） のネジ /
ナットを使用した追加の固定作業が必要なになる場合があります。レールを
安全に取り付けるため、ご使用のラック仕様を確認してください。ラック柱
の板金厚が 1.9 mm を超える場合は、ネジで固定してください。

図 15: ボルトの取り外し

Ê レール後部の取り付けブラケットのピンを 1 つ取り外します。

FRONT

1
1
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PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置

図 16: ケージナットの取り付け

Ê ケージナットをサポートブラケットへ取り付けます。

I この作業は、PCR-M1 非対称ラックにのみ必要です。

図 17: ケージナットの固定

Ê サポートブラケットを垂直取り付けバー該当する高さに取り付けます（対
応する穴にノブを入れます）（1）。

Ê 2 本の M5 センタリングネジでサポートブラケットを固定します（2）。

I 以前行っていない場合は、ケージナットをサポートブラケットへ取り
付けます（33 ページ の図 16 を参照）。

Ê ケージナットをネジで固定します（3）。



34 ユーザガイド PRIMERGY SX05 S1

PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置

Ê 後方の垂直マウントバーを越すまでラックレールを引き出し、ラックのあ
らかじめ印をつけた穴に取り付けブラケットのピンを挿入します。 ラック
レールは、レールの端が前方へ押されるとしっかりロックされます。

4.2.3.2 丸穴または四角穴が付いたラックへの取り付け

I 注

ラックレールの端には、正しく取り付けられるように FRONT と REAR 
の印がついています。

Ê 外部ラックレールの前面の取り付けブラケットのピンを、ラック前面の
ラック柱のあらかじめ印をつけた穴へ挿入します。 ラックレールはしっか
り固定されます。

図 18: ピンの挿入

I 注

安全に取り付けるために、バネ付きタブ（3）が正しくロックされてい
るか確認します。

位置を調節するためにレールを取り外すには、ラックレールの外側に
あるバネ付きタブ（3）を押して、前方へスライド（4）させます。

Ê 後方の垂直マウントバーを越すまでラックレールを引き出し、ラックのあ
らかじめ印をつけた穴に取り付けブラケットのピンを挿入します。 ラック
レールは、レールの端が前方へ押されるとしっかりロックされます。
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PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置

図 19: ラックレールのロック

I 注

位置を調節するためにレールを取り外すには、ラックレールの外側に
あるバネ付きタブ（3）を押して、後方へスライド（4）させます。

ラックへのレールの取り付けが完了しました。 続いて、37 ページ の「取り
付けの完了」の作業を行います。

4.2.3.3 10-32 ネジ穴のあるラックへの取り付け

10-32 ネジ穴のあるラック柱のラックへ取り付ける場合は、レールに付いて
いるピンを取り外す必要があります。 レールはお手持ちの 10-32 x .375 ネジで
取り付けます。

Ê 外側の各ラックレールの両端から、ピンとネジ板を取り外します。 取り外
した金具は不要です。
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PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置

図 20: ピンとネジ板の取り外し

I 注

ラックレールの端には、正しく取り付けられるように FRONT と REAR 
の印がついています。

Ê 外側の各レールの前面の取り付けプレートを、4 本の 10-32 ネジを使用し
て、ラックの前面のラック柱の、あらかじめ印を付けた穴に取り付けま
す。

図 21: 前面の取り付けプレートの取り付け
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PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置

Ê 後方のラック柱を越すまでラックレールを引き出し、4 本の 10-32 ネジを
使用して、外側の各レールの後方の取り付けプレートを、ラックにあらか
じめ印をつけた穴に取り付けます。

図 22: 後方の取り付けプレートの取り付け

4.2.4 取り付けの完了

Ê ラックに固定脚 ( 引出型 ) がある場合は引き出します。

Ê 左と右のラックレールをラックの前面から引き出します。

Ê テープエンクロージャ上のコンポーネントレールの後端とラックレールの
前部分とを合わせて、エンクロージャをラック内へ完全にスライドさせま
す。
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PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置

図 23: ユニットのラックへのスライド

V 注意 !

コンポーネントレールをラックレールにスライドさせる場合、必ず、
エンクロージャが床と平行になるようにしてください。 エンクロー
ジャを上下に傾けると、レールが破損することがあります。

I 注

エンクロージャをラックから取り外す場合、背面のケーブルを取り外
してください。 両側のラッチ（3） を押して、ラックからエンクロー
ジャを引き出します（4）。 ケーブルサポートクリップの取り付け位置
は 39 ページ の「ケーブルサポートクリップの取り付け」を参照して
ください。

Ê フロントパネルのつまみネジを締めます。

Ê ラックの固定脚を引っ込めます。

Ê エンクロージャのリアパネル上にあるデータコネクタにサーバのデータ
ケーブルを差し込みます。

Ê AC 電源コードを電源コードコネクタに接続してから、アース付き電源コ
ンセントに差し込みます。
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PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置

図 24: 電源コードの接続（USB テープドライブが取り付けられた状態）

Ê エンクロージャの片面または両面のラックレール後部にケーブルサポート
クリップを取り付けます。

図 25: ケーブルサポートクリップの取り付け

Ê フロントパネルの電源ボタンでテープエンクロージャに電源を入れます。
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PRIMERGY SX05 S1 ラックの設置
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5 規定に関する注意

5.1 準拠する規定の識別番号

規定に準拠していることの証明と識別のために、本製品には、固有の規定準
拠識別番号が割り当てられています。 規定準拠識別番号は、必要な認可マー
クおよび情報とともに、製品銘板ラベルに印刷されています。この製品の準
拠情報を請求する場合は、必ず、この規定準拠識別番号を参照してください。 
規定準拠識別番号を製品の製品名またはモデル番号と混同しないでください。

5.2 Federal Communications Commission 
notice（米国）

FCC（Federal Communications Commission）規則（Rules and Regulations）
の Part 15 には、干渉のない無線周波数スペクトラムを提供するために、無線
周波数（RF）の放射限度が制定されています。 コンピュータなどの多くの電
子機器は、目的とする機能に付随して RF を生成するため、これらの規則の
対象となります。 これらの規則では、コンピュータおよび関連する周辺機器
が意図される設置に応じて、2 つのクラスに分類されます。 クラス A 装置は、
ビジネス環境または商業環境に設置されることが当然予測される装置です。 
クラス B デバイスは、居住環境に設置されることが当然予測される装置です

（パソコンなど）。 FCC では、両方のクラスのデバイスに、装置の干渉可能性
と、ユーザ向けの別途の操作説明を示すラベルを表示することを要請してい
ます。

5.2.1 FCC レーティングラベル

デバイスの FCC レーティングラベルは、装置の分類（A または B）を示しま
す。 クラス B デバイスには、ラベルに FCC ロゴまたは ID が記されます。 クラ
ス A デバイスには、ラベルに FCC ロゴまたは ID が記されません。 デバイス
のクラスを確認し、以下対応する宣言文を参照してください。
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5.2.2 クラス A 装置

この機器は、FCC 規則の Part 15 で規定されている「クラス A」デジタルデ
バイスの条件に準拠していることが、試験を通じて検証されています。 これ
らの条件は、この機器を商業環境で運用する場合に、有害な干渉に対して保
護するための妥当な手段です。 この機器は無線周波数エネルギーを生成およ
び使用し、また放射することもあるため、取扱説明書に従って設置および使
用しない場合、無線通信に悪影響を与える恐れがあります。 住宅地域におけ
るこの機器の使用は有害な電波妨害を引き起こすことがあり、その場合ユー
ザは自己負担で電波妨害の問題を解決する必要があります。

5.2.3 クラス B 装置

この機器は、FCC 規則の Part 15 で規定されている「クラス A」デジタルデ
バイスの条件に準拠していることが、試験を通じて検証されています。 これ
らの条件は、この機器を住宅地域に設置する場合に、有害な干渉に対して保
護するための妥当な手段です。 この機器は無線周波数エネルギーを生成およ
び使用し、また放射することもあるため、取扱説明書に従って設置および使
用しない場合、無線通信に悪影響を与える恐れがあります。 ただし、特定の
設置条件で干渉が発生しないという保証はありません。 この機器が、無線や
テレビの受信に対して有害な干渉の原因となる場合（これは機器の電源をオ
ン / オフすることによって確認することができます）、以下の方法のいずれか 
1 つ以上を使用して、干渉をなくすことを推奨します。

● 受信アンテナの方向を変えるか設置場所を変える。

● この機器と受信機器との距離を離す。

● 受信機を接続しているコンセントと別系統回路のコンセントにこの機器を
接続する。

● 販売代理店、またはラジオやテレビに詳しい経験豊富な技術者に相談す
る。

5.2.4 FCC ロゴが記された製品への適合宣言（米国のみ）

本装置は、FCC 規則の Part 15 に準拠しています。 操作は、以下の 2 つの条件
に従います。（1） この機器は有害な干渉を起こさない。（2） この機器は好まし
くない操作による干渉を含むすべての干渉に対応する必要がある。
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改造

FCC では、製造元が認めていない、当装置への変更または改造を行った場
合、ユーザーの機器操作の権限を無効にする可能性があるということを、
ユーザーに通知することを要請しています。

ケーブル

FCC 規則（Rules and Regulations）に常に準じるために、金属製の RFI/EMI
コネクターフードの付いたシールドケーブルを使用して当装置への接続を行
う必要があります。

5.2.5 Canadian notice（Avis Canadien）（カナダおよび
カナダ、フランス語使用地域）

5.2.5.1 クラス A 装置

このクラス A デジタル装置は、カナダ干渉発生機器規定（Canadian 
Interference-Causing Equipment Regulations）のすべての要件を満たしてい
ます。

Cet appareil numérique de la class A respecte toutes les exigences du 
Règlement sur le matériel brouilleur du Canada.

5.2.5.2 クラス B 装置

このクラス B デジタル装置は、カナダ干渉発生機器規定（Canadian 
Interference-Causing Equipment Regulations）のすべての要件を満たしてい
ます。

Cet appareil numérique de la class B respecte toutes les exigences du 
Règlement sur le matériel brouilleur du Canada.

5.2.6 European Union notice（欧州）

この製品は、以下の EU 指令に準拠しています。

● 低電圧指令 2006/95/EC

● EMC 指令 2004/108/EC
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これらの指令の順守は、当製品あるいは製品系に対しヒューレット・パッ
カード社が発行した EU 適合宣言に記載されている適切な欧州整合規格への
適合を意味しています。

この順守は、製品にある以下の適合マークによって示されています。

5.2.7 Japanese notices（日本）

VCCI-A に関するご注意（日本）

このマークは、非電気通信製品および EU で整合化された電気
通信製品（Bluetooth など）に有効です。
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5.2.8 Japanese notices（日本）

VCCI-B に関するご注意（日本）

5.2.9 電源コードに関するご注意（日本）

5.2.10 Korean notices（韓国）

クラス A 装置

Administrator
四角形
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クラス B 装置

5.2.11 Taiwanese notices（台湾）

BSMI クラス A に関するご注意（台湾）

バッテリのリサイクルに関するご注意（台湾）

5.2.12 Turkish recycling notice（トルコ）

Türkiye Cumhuriyeti: EEE Yönetmeliðine Uygundur
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5.3 リサイクルに関するご注意

5.3.1 English recycling notice（英国）

5.3.2 Bulgarian recycling notice（ブルガリア）

5.3.3 Czech recycling notice（チェコ）



48 ユーザガイド PRIMERGY SX05 S1

規定に関する注意

5.3.4 Danish recycling notice（デンマーク）

5.3.5 Dutch recycling notice（オランダ）

5.3.6 Estonian recycling notice（エストニア）

5.3.7 Finnish recycling notice（フィンランド）
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5.3.8 French recycling notice（フランス）

5.3.9 German recycling notice（ドイツ）

5.3.10 Greek recycling notice（ギリシャ）

5.3.11 Hungarian recycling notice（ハンガリー）
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5.3.12 Italian recycling notice（イタリア）

5.3.13 Latvian recycling notice（ラトヴィア）

5.3.14 Lithuanian recycling notice（リトアニア）

5.3.15 Polish recycling notice（ポーランド）
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5.3.16 Portuguese recycling notice（ポルトガル）

5.3.17 Romanian recycling notice（ルーマニア）

5.3.18 Slovak recycling notice（スロバキア）

5.3.19 Spanish recycling notice（スペイン）
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5.3.20 Swedish recycling notice（スウェーデン）
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6 静電気放電（Electrostatic 
Discharge）

6.1 静電気放電の防止

システムの損傷を防ぐために、システムのセットアップおよび部品の取り扱
いの際に従わなければならない注意事項を必ず守ってください。 人間の指な
ど、導電体からの静電気放電によって、システムボードやその他の静電気に
弱いデバイスが損傷することがあります。 その結果、デバイスの耐用年数が
短くなる場合があります。

静電気による損傷を防止するには、次の点に注意してください。

● 運搬や保管の際は、静電気防止用のケースに入れ、手で直接触れることは
避けます。

● 静電気に弱い部品は、静電気防止措置のなされている作業台に置くまで
は、専用のケースに入れたままにしておきます。

● 部品をケースから取り出す前に、まず接地されている面にケースごと置き
ます。

● ピン、リード線、回路には触れないようにします。

● 静電気に弱いコンポーネントや部品に触れなければならないときには、常
に自分の身体に対して適切な接地を行います。

6.2 静電気による損傷を防止するための接地の方
法

接地にはいくつかの方法があります。 静電気に弱い部品を取り扱うときには、
以下のうち 1 つ以上の方法で接地を行ってください。

● 接地された作業場またはコンピュータシャーシには、接地コードに接続さ
れているリスト・ストラップを使用してください。 リストストラップは、
接地コードにおいて最低 1 メガオーム

±10% 抵抗を持つ、柔軟性のあるストラップです。 適切な接地を行うには、
皮膚にぴったり合ったストラップを着用してください。
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● 作業場に立つ際は、ヒールストラップ、トーストラップ、またはブーツス
トラップをご使用ください。 伝導性の床ま たは静電気拡散性床マットの上
に立つ際は、両足にストラップを着用してください。

● 伝導性のある作業用具を使用し ます。

● 折り畳式の静電気消散作業マットを使用し、持ち運び可能なフィールド
サービスキットをお使いください。

適切な接地用の推奨器具がない場合は、公認の再販売業者に部品の取り付け
をご依頼ください。

静電気に関する詳細や製品の取り付けの援助が必要な場合は、公認の再販売
業者にご連絡ください。
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7 仕様

仕様 S.A.E. メートル法

寸法 :

高さ
奥行き
幅

1.75 インチ
25.25 インチ
19.0 インチ

4.44 cm
64.1 cm
48.3 cm

質量 17.8 ポンド 8.07 kg

入力電源要件

90 ~ 264 VAC
2.4 A 47 - 63 Hz
140 W *

90 ~ 264 VAC
2.4 A 47 - 63 Hz
140 W *

発熱量（最大） 478 BTU/hr* 478 BTU/hr*

温度範囲

動作時

動作時以外

41° ~ 95° F

-40° ~ 158° F

5° ~ 35° C

-40° ~ 70° C

相対湿度

動作時（結露しないこと）

動作時以外

20% ~ 80%

5% ~ 95%

20% ~ 80%

5% ~ 95%

湿球温度（最大） 79° F 26° C

高度

動作時

動作時以外

0 ~ 15,000 ft

0 ~ 15,000 ft

0 ~ 4600 m

0 ~ 15200 m

* 入力電源と放熱効率の規格は最大値で、最大電力供給時のワースト
ケース条件に適合します。 したがって、ご使用のシステムの入力電力と
発熱量は、装置の構成によって異なります。

表 3: 仕様
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